
山梨県相模川水系 深城ダムの効果（平成３０年９月 台風２４号）

○葛野川上流域の深城ダムにおいて、最大1時間雨量が30mm、最大流入量が86.82m3/sを記録しました。
○今回の洪水期間中において、最大約52万m3（25mプールで約1,444杯分）の水を貯留し下流の洪水被害の軽減を
図りました。
○ダム下流の田無瀬地点（大月市七保町付近）では、約0.21mの水位を低減させる効果があったものと推測されま
す。

深城ダムの防災操作図
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ダムの調節により約0.21mの水位低下

ダムなし水位 1.31m（推定値）

ダムあり水位 1.10ｍ（実測値）

田無瀬地点における水位低減効果田無瀬地点写真

ダムなし水位 1.31m（推定値）

ダムあり水位 1.10ｍ（実測値）

位置図

洪水時最高水位：EL 629.50m

最大放流量
60.89m3/s

最大流入量
86.82m3/s

洪水調節総量
約52万m3

洪水調節総量とは、今回の
増水でダムが下流の川に流
れる水の量を減少させた
（調節した）分の水の総量で
す。

深城ダム

調節量 42.95m3／ｓ


